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菅
政
権
の
危
険
性 

  

菅
政
権
に
変
わ
り
、
臨
時
国
会
が

や

っ
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
倍
政
権

の
末
期
、
暮
し
が
大
変
に
な
る
中
で
、

新
し
い
政
権

へ
の
期
待
は
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
さ
っ
そ
く
、
菅
政
権
の
問
題

点
が
暴
露
し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

大
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
日
本

学
術
会
議
の
会
員
の
任
命
拒
否
問
題
で

す
。
気
に
い
ら
な
い
も
の
を
排
除
す
る

と
い
う
や
り
方
は
危
険
で
す
。 

 

６
人
を
会
員
に
任
命
し
な
か
っ
た
理

由
と
し
て
、
旧
帝
大
に
偏
っ
て
い
る
と

か
女
性
が
少
な
い
な
ど
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
任
命
拒
否
を
し
た
の
は
多
く
は

私
立
大
学
で
あ
り
、
女
性
の
研
究
者
を

拒
否
も
し
て
い
ま
す
。
国
会
で
、
６
人

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
と
質
問
さ

れ
て
も
、
よ
く
知
ら
な
い
と
応
え
る
有

様
で
す
。
拒
否
を
し
た
研
究
者
は
、
秘

密
保
護
法
な
ど
の
制
定
に
批
判
的
立
場

を
取
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
、
日
本
学
術
会
議
は
、
戦

前
の
日
本
が
学
問
の
自
由
が
な
い
中
で

戦
争
に
突
き
進
ん
で
行
っ
た
こ
と
を
反

省
し
、
１
９
４
９
年
に
発
足
し
た
も
の

で
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
専
門
を
極

め
た
方
々
が
集
ま
り
、
議
論
し
政
府
に

提
言
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
戦
争

へ
の

道
を
批
判
す
る
の
も
当
然
で
す
。
イ
エ

ス
マ
ン
な
ら
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

菅
政
権
の
横
暴
な
や
り
方
に
、
審
判

を
下
す
の
が
、

一
年
以
内
に
実
施
さ
れ

る
総
選
挙
で
す
。
野
党
と
市
民
が
力
を

合
わ
せ
、
政
治
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！ 

ホームページぜひ、ご覧下さい。 http://tamamoto-narumi.jp/ 

 

2021年度の予算要望書を市長に提出しました。 
 毎年、この時期に来年度の予算を組むにあたっての要望を

市長に提出しています。残念ながら市長自身直接に手渡しは

できていませんが、総合企画局長に渡し、後に副市長とは懇

談もしました。今回は引き続き感染が続くコロナウイルス対

策を重点項目として掲げました。市民向けに、懇談会も開

き、ご意見を伺い作成しました。 

＜議会報告＞  
 

「市税の減免を廃止する議案」を議決させず！継続審

議となりました。 
 市民への負担を軽減するために行ってきた住民税の減税を廃

止すると、約5万人の市民に、新たに市民税１億６０００万円の

負担が増えることになります。住民税が増えることにより、関

連して、市民の負担はさらに増大することになります。 

＜一例＞ 

●高齢者のインフルエンザ予防接種の利用料金が 

      無料の方（1万7000人）⇒2000円の負担に 

●後期高齢者医療費の自己負担上限が 

 70才以上の方の外来が月8000円⇒1万8000円の負担に、 

        入院は月2万4600円⇒5万7600円の負担に 

 他にも市民の負担が増大するなど57項目、影響額は合計14億

8000万円にも及びます。 

 

議会でも大議論となり、議決させませんでした。市民の皆さん

の減税反対、撤回を求める声が議会を動かしました。 

 

 引き続き11月で議論されます。増税の撤回をさせましょう！

宝物の敬老乗車証を守ろう！市内一円宣伝 
 

 70才以上の市民の多くが「敬老乗車証は宝物。大事に使って

いる」と言われます。市の独自の施策の中でも長く、本当に喜ば

れている事業です。高齢者の皆さんの社会参加や生活になくて

はならないものになっています。

健康のためにも大いに役立って

います。7年間に渡り、改悪の反

対の運動を続けて来られた成果

です 

 しかし、市長は今、京都市独

自の施策を大胆に見直しをして

います。その一つが敬老乗車証

制度です。 

 。党派を超えて市民の宝の敬

老乗車症を守りましょう！ 

 
烏丸鞍馬口で、連絡会の皆さんとの宣

伝で訴える玉本なるみ市議（右端） 

京都市立の「聚楽保育所」と 

「じゅらく児童館」の民間移管の議案が撤回に 
 市長はこの間25カ所あった京都市立の保育所のうち11カ所

を廃止し、民間に移管してきました。議会に民間へ移管する

提案がされていましたが、移管先の福祉法人から辞退があ

り、取り下げられるという事態となりました。 

 今回の聚楽保育所は2回の公募対して応

募がなく、3回目の今回も1事業所のみの

応募でした。 

 「公立保育園のままで残して欲しい」

という保護者や関係者の皆さんの運動の

成果です。 

 市長が市民の願いに応えるべきです。 

前
列
右
か
ら
３
人
目
が
玉
本
な

る
み
市
議
。
左
隣
で
、
手
渡
し

て
い
る
の
が
井
坂
団
長 


